
袁
宏
道
の
文
学
精
神

西

村

秀

人

一

明
の
袁
宏
道
（
一
五
六
八
〜
一
六
一
〇
）
の
詩
論
は
、
そ
の
「
小
修
の
詩
に

す
」（
錦
帆
集
巻
二
）
に
、「
性
靈
を
獨
抒
し
て
、

格
套
に
拘
わ
ら
ず
」、
す
な
わ
ち
、「
た
だ
自
分
の
内
な
る
思
い
の
そ
の
ま
ま
を
吐
露
し
て
、
で
き
あ
い
の
外
的
な
規
範
に
と
ら
わ
れ

な
い
」
と
い
う
言
葉
に
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
に
は
「
性
霊
説
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

主
張
は
文
学
史
の
上
で
は
、「
文
は
秦
漢
、
詩
は
盛
唐
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
古
文
辞
派
の
、
擬
古
主
義
の
弊
風
を
矯
め
る
の
に

功
が
あ
っ
た
、
と
い
う
ふ
う
に
見
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
集
部
・
別
集
類
、
袁
中
郎
集
四
十

巻
の
項
）
は
言
う
、

前
後
七
子
遂
に
漢
に
なら

い
唐
を
うつ

し
、
轉
た
一
代
の
風
氣
を
移
す
。
其
の
末
流
に
およ

ん
で
は
、
漸
く
偽
禮
を
成
す
。
塗
澤
の
字

句
、
鉤
棘
の
篇
章
、
萬
喙
一
音
、
陳
因
し
て
厭
を
生
ず
。
是
に
於
い
て
公
安
の
三
袁
又
其
の
弊
に
乘
じ
て
之
を
排
抵
す
。
三
袁

と
は
、
一
は
庶
子
宗
道
、
一
は
吏
部
郎
中
中
道
、
一
は
即
ち
宏
道
な
り
。
其
の
詩
文
は
板
重
を
變
じ
て

巧
と
為
し
、
粉
飾
を

變
じ
て
本
色
と
為
し
、
天
下
の
耳
目
を
一
新
に
致
す
。
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た
だ
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
続
け
て
こ
う
も
言
う
、

然
れ
ど
も
七
子
は
猶
お
學
問
に
根
ざ
す
も
、
三
袁
は
則
ち
惟
だ
聰
明
を
恃
む
の
み
。
七
子
に
學
ぶ
者
は
贋
古
に
過
ぎ
ざ
る
も
、

三
袁
に
學
ぶ
者
は
、
乃
ち
其
の
小
慧
に
矜
り
て
、
律
を
破
り
度
を
壊
す
に
至
る
。
名
づ
け
て
七
子
の
弊
を
救
う
と
為
す
も
、
而

も
弊
又
甚
だ
し
。

清
の
初
め
、
朱

尊
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
九
）
は
三
袁
（
宏
道
は
そ
の
中
心
人
物
）
の
こ
と
を
「
公
安
袁
無
學
兄
弟
」（
胡
永
叔

詩
序
）
と
呼
ん
だ
。
こ
こ
に
「
學
」
と
い
い
、
先
に
「
學
問
」
と
い
う
も
の
は
、
伝
統
的
な
儒
教
の
規
範
体
制
を
知
る
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
ま
ず
は
あ
ら
ゆ
る
で
き
あ
い
の
規
範
に
凭
り
か
か
る
な
と
主
張
し
た
宏
道
に
対
す
る
評
価
が
、
清
の
儒
者
か
ら
す
れ
ば
、

「
律
を
破
り
度
を
壊
」
し
か
ね
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
「
無
學
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
も
自
然
で
は
あ
る
。
た
だ
「
無
學
」
は
、

当
時
に
あ
っ
て
は
殆
ど
無
価
値
に
等
し
い
意
味
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
評
価
は
些
か
一
方
的
で
、
酷
に
過
ぎ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

更
に
言
え
ば
、
で
き
あ
い
の
規
範
に
凭
り
か
か
る
こ
と
を
拒
否
す
る
宏
道
の
姿
勢
を
、
い
き
な
り
反
儒
教
と
断
定
す
る
の
も
早
計
で

あ
る
。
た
と
え
ば
朱
子
学
と
違
っ
て
陽
明
学
は
、
理
を
予
め
措
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
と
も
あ
れ
、『
四
庫
全
書

総
目
提
要
』
に
見
る
よ
う
な
評
価
、
つ
ま
り
宏
道
の
主
張
が
結
局
擬
古
主
義
批
判
以
上
の
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
と
見
る
評
価
は
、

現
在
も
ま
だ
大
方
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
宏
道
は
自
ら
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
弟われ
は
才
は
綿
薄
な
り
と
雖
も
、
時
詩
の
陋
習
を
掃
う
に
至
っ
て
は
、
末
期
の
先

為
り
。

（
陽
脩
）、
韓
（
愈
）
の
極
冤
を
辨
じ
、
鈍
賊
の
巢
穴
を
搗う
つ
は
、
我
よ
り
前
、
未
だ
先
に
發
す
る
者
有
る
を
見
ず
。
亦

た
弟
の
得
意
の
事
な
り
」（
瓶
花
齋
集
巻
十
、
答
李
元
善
）
と
。
宏
道
三
十
二
歳
の
時
の
発
言
で
あ
る１

）
。
し
か
し
彼
の
主
張
に
は
、

擬
古
派
の
「
詩
精
神
の
欠
如
し
た
、
無
感
動
な
、
形
骸
だ
け
の
、
要
す
る
に
「
詩
」
の
不
在
な
い
わ
ゆ
る
詩
を
厳
し
く
拒
否
す
る
」

（
入
矢
義
高
、
中
国
詩
人
選
集
二
集
十
一
『
袁
宏
道
』
解
説
、
一
九
六
三
年
、
岩
波
書
店
刊
）
以
上
の
思
い
は
な
か
っ
た
の
か
。
入
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矢
義
高
『
袁
宏
道
』
は
説
く
、「
詩
壇
の
改
革
者
を
以
て
任
じ
」
た
袁
宏
道
で
あ
っ
た
が
、「
三
十
歳
代
半
ば
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
、
若

か
り
し
頃
の
自
分
の
詩
を
反
省
し
、
そ
の
余
り
な
「
刻
露
あ
ら
わ

」
さ
を
悔
い
る
言
葉
が
、
つ
ぶ
や
か
れ
は
じ
め
る
」、「
昔
日
の
軒
昻
た
る

自
信
が
、
今
は
な
ん
と
な
く
さ
さ
く
れ
た
追
憶
と
な
っ
て
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
か
れ
の
詩
は
し
ば
し
ば
「
清
新
軽
俊
」
と
批
評
さ

れ
る
。
そ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
厚
み
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
宏
道
じ
し
ん
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
蘊
藉
少
な
し
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」
と
。
つ
ま
り
、
図
式
的
に
は
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
評
価
と
同
軌
で
あ
っ
て
、
宏
道
の
主
張
を
擬
古
主
義
批
判
の
視
点

か
ら
と
ら
え
、
更
に
、
そ
の
主
張
に
は
學
問
の
裏
打
ち
を
欠
く
が
た
め
の
限
界
が
あ
っ
た
と
総
括
し
て
い
る
。
ま
た
更
に
入
矢
氏
は
、

「
彼
（
宏
道
）
は
、
文
学
の
形
式
面
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
全
然
と
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
彼
が
説
く
の
は
、
い
わ
ば
文
学
精
神

の
み
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
こ
の
態
度
は
、
七
子
の
擬
古
主
義
へ
の
批
判
と
し
て
最
も
よ
く
そ
の
虚
を
衝
き

う
る
意
味
で
、
効
果
的
で
あ
り
賢
明
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
」（「
公
安
か
ら
竟
陵
へ
」、
一
九
五
四
年
、
東
方
学
報
、
京
都
25
）
と

も
言
っ
て
い
る
。
文
学
史
の
上
で
は
、
百
年
に
も
わ
た
る
擬
古
派
の
盛
行
の
後
に
登
場
し
た
の
が
公
安
派
で
あ
る
以
上
、
公
安
派
の

擬
古
主
義
批
判
が
、
第
一
義
的
に
問
題
に
さ
れ
る
の
は
道
理
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
袁
宏
道
の
文
学
は
、
そ
の
す
べ
て
が
反
擬
古
主

義
に
収
斂
す
る
と
し
て
よ
い
も
の
な
の
か
。

二

た
と
え
ば
宏
道
三
十
歳
の
時
、
そ
れ
は
「
小
修
の
詩
に

す
」
に
お
い
て
「
性
靈
を
獨
抒
」
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
直
後
の
こ

と
で
あ
る
が
、
友
人
に
宛
て
た
手
紙
に
彼
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

弟われ
の
遊

の
詩
章
、
近
ご
ろ
亦
た

を
成
す
。
其
の
中
、
人
を
驚
か
す
の
語
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
人
を
いか

る
の
語
な
り
。
人
を

る
者
は
、
人
の

る
所
と
為
る
な
り
。

（
解
脱
集
巻
四
、
呉
敦
之
）
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「
人
を

る
の
語
」
と
は
、
他
者
を
批
判
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
「
官
は
利
に
縛
ら
れ
、
隠
者
は
名
に
囚
わ
る
」（
解
脱
集

巻
二
、
湖
上
別
同
方
子
公
賦
其
五
）、「
俗
吏
は
貌
態
工
み
に
、
末
世
は
禮
法
嚴
し
」（
解
脱
集
巻
二
、
舟
中
寄
江
進
之
得
珠
簾
字
其

二
）
な
ど
な
ど
。
事
情
は
詩
文
を
論
じ
て
も
同
じ
で
あ
る
。「
世
人
は
詩
を
以
て
詩
を
為
れ
ば
、
未
だ
詩
を
為
る
の
苦
し
み
を
免
れ

ず
。
弟われ
は
打
草
竿
、
劈
破
玉
を
以
て
詩
を
為
る
。
故
に

し
む
に
足
る
」（
解
脱
集
巻
四
、
伯
修
）。
こ
れ
に
対
し
て
、「
人
を
驚
か

す
の
語
」、
つ
ま
り
人
を
は
っ
と
さ
せ
る
言
葉
と
は
、
誰
彼
を
標
的
に
し
て
嚙
み
つ
く
言
葉
で
は
な
く
、
詩
人
の
内
面
に
湛
え
た
思

い
を
媒
介
し
、
そ
れ
を
偶
然
他
者
に
伝
え
う
る
よ
う
な
言
葉
で
あ
ろ
う
。
宏
道
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
性
情

る
る
所
、
偶

爾
相
關
わ
る
」（
瓶
花
齋
集
巻
十
、
答
劉
光
州
）
と
い
う
よ
う
な
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
は
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
特
定
の
他
者
と
い
う

も
の
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
理
解
が
さ
ほ
ど
的
外
れ
で
な
け
れ
ば
、
宏
道
に
と
っ
て
擬
古
主
義
批
判
は
、
彼
自
身
が
「
人
を

る
者

は
、
人
の

る
所
と
為
る
」
と
言
う
と
こ
ろ
に
も
微
か
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
や
む
を
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
彼
の
一

つ
の
面
貌
で
あ
っ
て
、
彼
の
本
来
の
詩
の
探
究
の
道
は
と
い
え
ば
、
む
し
ろ
「
人
を
驚
か
す
の
語
」
の
方
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
で
あ
れ
ば
、
彼
の
詩
論
の
核
心
を
な
す
思
い
も
ま
た
、
そ
こ
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
「
人
を
驚
か
す
の
語
」
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
一
々
指
摘
す
る
の
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
驚
く
か
否
か
は
、
人
に
よ
り
時

に
よ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。
い
っ
た
い
「
人
を
驚
か
す
の
語
」
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
論
述
の
便
宜

上
、
後
述
に
含
め
る
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、「
小
修
の
詩
に

す
」
に
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
擬
古
主
義
を
痛
罵
す
る
言
葉
が
並
ぶ
が
、
そ
の
中
で
彼
が
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
文
章
の
順
に
示
せ
ば
、
一
つ
に
は
、
詩
は
「
優
劣
を
以
て
論
ず
可
か
ら
ず
」
と
い
う
こ

と
。
ま
た
一
つ
に
は
、
後
世
に
伝
わ
る
詩
は
、
擘
破
玉
・
打
草
竿
の
よ
う
な
、「
性
に
任
せ
て
發
し
て
尚
お
能
く
人
の
喜
怒
哀
楽
、

嗜
好
情
欲
に
通
」
じ
る
民
謡
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。
更
に
も
う
一
つ
に
は
、
真
の
詩
と
は
、「
情
至
れ
る
の
語
」
で
あ
っ
て
、
そ

4



れ
は
「
自
ず
か
ら
能
く
人
を
感
ぜ
し
む
る
」
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
詩
は
「
優
劣
を
以
て
論
ず
可
か
ら
ず
」
と

い
う
主
張
は
、
秦
漢
の
文
や
盛
唐
の
詩
を
最
も
優
れ
た
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
模
倣
す
べ
き
対
象
に
設
え
た
擬
古
派
を
、
直

接
批
判
す
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
次
の
、
後
世
に
伝
わ
る
詩
は
民
謡
で
あ
ろ
う
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば
擬
古
派
の
前
七
子
の
領
袖
李
夢
陽
（
一
四
七
二
〜
一
五
二
九
）
に
、
入
矢
義
高
『
明
代
詩
文
』（
中
国
詩
文
選
二
十
三
）（
一
九
七

八
年
、
筑
摩
書
房
刊
）
も
指
摘
す
る
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
、

孔
子
曰
く
、
禮
失
わ
れ
て
之
れ
を
野
に
求
む
、
と
。
今
、
真
詩
は
乃
ち
民
間
に
在
り
。
而
し
て
文
人
學
子
は
、
顧
っ
て
往
往
に

し
て
韻
言
を
為
り
て
、
之
れ
を
詩
と
謂
う
。

（
空
同
子
集２

）
、
詩
集
自
序
）

入
矢
氏
は
こ
れ
を
、「
民
間
の
真
詩
に
プ
ロ
の
詩
人
先
生
の
詩
を
鋭
く
対
置
さ
せ
た
批
判
で
あ
る
」
と
し
、
宏
道
の
真
詩
論
と
「
見

事
に
揆
を
一
に
す
る
」
と
見
る
。

次
に
、
真
の
詩
は
「
情
至
れ
る
の
語
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
関
わ
っ
て
は
、
同
じ
く
李
夢
陽
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

人
道
は
情
を
以
て
言
う
。

（
空
同
集
巻
六
十
五
、
化
理
上
篇
）

こ
れ
は
『
易
』
謙
卦

辞
、「
天
道
は
盈
て
る
を

い
て
謙
に
益
し
、
地
道
は
盈
て
る
を
變
じ
て
謙
に
流し
き
、
鬼
神
は
盈
て
る
を
害

し
て
謙
に
福さいわい
し
、
人
道
は
盈
て
る
を

ん
で
謙
を
好
む
」
の
意
の
解
釈
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
李
夢
陽
は
、
天
道
、
地
道
、
鬼
神
が

人
間
の
「
分
限
」
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
人
間
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
根
底
に
情
を
据
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
更

に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

情
は
性
の
發
な
り
。
然
れ
ど
も
訓
み
て
實
と
為
す
は
、
何
ぞ
や
。
天
下
未
だ
不
實
の
情
有
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

（
空
同
集
巻
六
十
六
、
論
学
上
篇
）

人
間
に
と
っ
て
、
情
こ
そ
は
真
実
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
李
夢
陽
と
袁
宏
道
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
情
と
理
の
関
係
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如
何
は
今
は
置
く
と
し
て
、
擬
古
派
も
情
を
軽
視
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
入
矢
氏
は
、
こ
の
真
の
詩

は
「
情
至
れ
る
の
語
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
、「
民
謡
真
詩
論
に
対
す
る
端
的
な
注
解
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
」（「
擬

古
主
義
の
陰
翳
」、
前
出
『
明
代
詩
文
』）
と
言
い
、
ま
た
「
真
詩
」
と
は
、「
擬
古
派
に
対
す
る
批
判
用
語
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た

彼
自
身
に
お
け
る
個
性
尊
重
主
義
の
自
然
な
表
白
で
あ
っ
た
」（「
真
詩
」、『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
一
九
六
八
年
、

筑
摩
書
房
刊
）
と
言
う
。
つ
ま
り
、「
情
至
れ
る
の
語
」
こ
そ
が
真
の
詩
で
あ
る
と
い
う
宏
道
の
主
張
は
、
李
夢
陽
以
来
す
で
に
見

ら
れ
る
民
謡
真
詩
論
の
端
的
な
注
解
で
あ
り
、
ま
た
個
性
尊
重
主
義
の
自
然
な
表
白
で
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
擬
古
派
に
対
す
る

批
判
用
語
で
も
あ
る
と
言
う
。
因
み
に
、
個
性
尊
重
主
義
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
宏
道
に
始
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
従
っ
て

入
矢
氏
も
「
彼
自
身
に
お
け
る
」
と
注
釈
を
つ
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
擬
古
派
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
後
七
子
の
領
袖
王
世
貞

（
一
五
二
六
〜
一
五
九
〇
）
に
も
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
、

真
の
我
有
り
て
、
而
る
後
真
の
詩
有
り
。

（

州
続
稿
巻
五
十
一
、

黄
州

集
序
）

さ
て
、
入
矢
氏
の
「
真
詩
」
論
に
従
え
ば
、
宏
道
は
擬
古
派
の
主
張
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
民

謡
真
詩
論
と
い
い
個
性
尊
重
主
義
と
い
い
、
そ
れ
ら
は
擬
古
派
を
も
巻
き
込
ん
だ
文
学
上
の
一
つ
の
潮
流
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
宏
道
は
独
自
の
説
の
ご
と
く
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
擬
古
派
へ
向
け
た
批
判
の
根
拠
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

「
小
修
の
詩
に

す
」
の
主
張
は
、「
詩
は
優
劣
を
以
て
論
ず
可
か
ら
ず
」
の
論
、
す
な
わ
ち
秦
漢
の
文
や
盛
唐
の
詩
を
最
高
の
価
値

を
有
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
模
擬
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
論
、
こ
れ
を
除
い
て
は
、
擬
古
主
義
に
対
す
る
明
確
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

と
は
な
り
得
て
お
ら
ず
、
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
擬
古
主
義
批
判
の
議
論
も
、
議
論
と
し
て
は
、
随
分
ぼ
や
け
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
逆
照
射
す
れ
ば
、
同
じ
潮
流
の
中
に
い
な
が
ら
相
手
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
ず
に
ぶ
つ
け
た
主
張
の

な
か
に
、
む
し
ろ
宏
道
独
自
の
、
入
矢
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
彼
自
身
に
お
け
る
」
思
い
が
潜
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
。
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宏
道
の
擬
古
派
理
解
に
関
し
て
は
、
三
十
一
歳
の
時
の
言
葉
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

文
章
の
燦
爛
は
、
北
地
（
李
夢
陽
）、
太
倉
（
王
世
貞
）
の
輩
の
若
き
、
豈
に
才
無
し
と
曰
わ
ん
や
。
然
れ
ど
も
尚
お
敢
え
て

有
宋
の
諸
君
子
と
敵
さ
ざ
る
に
、
遽
か
に
敢
え
て
漢
唐
を
望
ま
ん
や
。

（
瓶
花
齋
集
巻
九
、
答
梅
客
生
）

擬
古
派
の
頭
目
で
あ
る
李
夢
陽
、
王
世
貞
の
才
を
一
応
は
認
め
な
が
ら
も
、
宋
に
も
及
ば
な
い
彼
ら
が
、
一
足
飛
び
に
漢
唐
を
模
擬

す
る
の
は
お
か
し
い
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
三
十
五
歳
の
時
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

于
鱗
（
李
攀
龍
）
に
は
遠
體
有
り
、
元
美
（
王
世
貞
）
に
は
遠
韻
有
り
。
然
れ
ど
も

擬
を
以
て
其
の
骨
を
損
な
う
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
十
八
、
答
徐
見
可
太
府
）

や
や
時
を
経
て
、
李
攀
龍
（
一
五
一
四
〜
一
五
七
〇
）
や
王
世
貞
の
詩
が
、
伝
統
的
な
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
備
え
て
い
る
と
認
め
る
ら

し
く
見
え
る
が
、
批
判
の
矛
先
が
、
や
は
り
模
擬
に
向
い
て
い
る
。
更
に
、
三
十
九
歳
の
時
に
な
る
と
、
宏
道
は
次
の
よ
う
に
言
う
、

僕
は
碌
碌
た
る
凡
材
な
る
の
み
。
楊
（
朱
）
の
髄
を
嗜
み
て
、
佛
の
膚
を

み
、
荘
（
周
）
の
唇
を
腐
ら
せ
て
、
儒
の
目
を
鑿

ち
、
閑
居
の
小
人
を
醜
み
、
併
せ
て
今
の
名
の
高
き
者
を
疑
い
て
、
以
て
外
に

い
て
情こころあ
ら
ず
と
為
し
、
並
び
生
き
並
び
育い

く
る
の
齊
民
を
師
と
し
て
等
し
く
其
の
事
を
同
じ
く
す
。
詩
文
に
至
っ
て
は
、
乖
謬
尤
も
多
し
。
名
家
を
以
て
鈍
賊
と
為
し
、

格
式
を
以
て
涕
唾
と
為
し
、
心
を
師
と
し
て
口
を
横
に
し

ほしいまま
て
、
自
ら
謂おも
え
ら
く
、
世
に
于
け
る
一
大
戻
な
る
の
み
と
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
十
九
、
袁
無
涯
）

「
格
式
」
に
と
ら
わ
れ
る
擬
古
主
義
へ
の
批
判
が
行
き
過
ぎ
で
あ
っ
た
と
、
自
分
の
往
年
を
反
省
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
反
省
は
、
実
は
宏
道
三
十
歳
の
時
に
も
、
す
で
に
あ
る
。

不
肖
、
之
れ
（
擬
古
主
義
の
弊
風
の
蔓
延
）
を

む
こ
と
深
し
。
所
以
ゆ
え

に
立
言
も
亦
た
自
ず
か
ら
矯
枉
の
過
ぎ
た
る
有
り
。

（
解
脱
集
巻
四
、
張
幼
于
）
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宏
道
三
十
歳
と
い
え
ば
、「
小
修
の
詩
に

す
」
を
著
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、
宏
道
三
十
三
歳
の
時
に
は
、
次
の
よ

う
に
も
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
復
古
は
是
な
る
の
み
。
然
れ
ど
も
剿
襲
を
以
て
復
古
と
為
す
に
至
っ
て
、
句
比
べ
字
擬
ら
え
、
務
め
て
牽
合
を
為
し
、
目

前
の
景
を
棄
て
て
、
腐
濫
の
辭
を

い
、
才
有
る
者
は
法
に

せ
ら
れ
て
、
敢
え
て
自
ら
其
の
才
を
伸
ば
さ
ず
、
之
れ
無
き
者

は
一
二
浮
泛
の
語
を
拾
い
、

湊
し
て
詩
と
成
す
。
智
者
は
習
に
牽
か
れ
、
愚
者
は
其
の
易
き
を

し
み
、
一
唱
億
和
し
て
、

優
人

子
も
皆
雅
道
を
談
ず
。
あ
あ
、
詩
の
此
こ
に
至
っ
て
は
、
抑
も
羞
ず
可
き
な
り
。
（
瓶
花
齋
集
巻
六
、
雪
濤
閣
集
序
）

つ
ま
り
「
復
古
」
は
認
め
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
雅
道
」
す
な
わ
ち
風
雅
の
道
は
こ
れ
を
尊
重
す
る
の
で
あ
る
。「
法
の
否
定
主

張
が
、
儒
教
的
な
礼
教
主
義
と
対
決
」（
松
村
昴
「
袁
宏
道
か
ら
袁
枚
へ
」、『
明
清
詩
文
論
考
』
二
〇
〇
八
年
、
汲
古
書
院
刊
）
す

る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
も
宏
道
が
批
判
し
て
い
る
の
は
、
模
擬
と
い
う
方
法
に
自
ら
を
束
縛
さ
れ
、
あ
る
い

は
そ
こ
に
安
住
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
擬
古
派
へ
の
言
及
を
見
る
限
り
に
お
い
て
も
、
宏
道
の
擬
古
派
批
判
と
い
う
も
の
は
、
端
的
に
は
模
擬
、
す
な
わ
ち

で
き
あ
い
の
規
範
に
安
易
に
凭
り
か
か
る
こ
と
へ
の
批
判
に
つ
き
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
宏
道
は
、
そ
の
自
ら
の
批
判
が
少
し
過
激

で
あ
る
こ
と
に
、
当
初
か
ら
気
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
袁
宏
道
の
主
張
を
、
擬
古
主
義
へ
の
ひ
た
す
ら
な
攻

撃
と
捉
え
て
済
ま
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
些
か
早
計
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
で
は
、
彼
の
文
学
精
神
は
、
模
擬
批
判
の
み
、

そ
れ
も
あ
ま
り
確
固
と
し
な
い
も
の
、
と
い
う
情
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
ら
ば
宏
道
は
い
っ
た
い
内
に
何
を
確
信
し
て

情
の
吐
露
を
主
張
し
た
の
か
。
思
う
に
、
彼
の
擬
古
主
義
批
判
は
、
や
む
を
え
ず
誘
発
さ
れ
た
、
い
わ
ば
第
二
義
的
な
、
意
見
の
表

出
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
、
宏
道
は
三
十
歳
の
時
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

弟われ
の
道
を
學
ぶ
は
、
魔
に
遇
い
て
堕
落
し
、
傍
ら
趣
を
生
じ
る
者
な
り
。
何
ぞ
多
く
尚
ぶ
に
足
ら
ん
や
。
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（
解
脱
集
巻
四
、
桑
武
進
）

当
時
「
魔
」
と
は
、
溝
口
雄
三
氏
に
よ
れ
ば
、「
悟
り
を
障
げ
る
悪
鬼
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
自
己
の
外
に
あ
る
も
の
で
な
く
、

あ
く
ま
で
も
自
己
の
内
に
潜
む
も
の
で
、
そ
れ
が
外
事
に
触
発
さ
れ
て
盲
動
す
る
」（
荒
木
見
悟
・
溝
口
雄
三
『
朱
子
、
王
陽
明
』

中
公
バ
ッ
ク
ス
世
界
の
名
著
十
九
、
一
九
七
七
年
、
中
央
公
論
社
刊
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
宏
道
は
、
擬
古
主
義
が
隆
盛
す
る
と

い
う
時
代
の
状
況
に
触
発
さ
れ
て
、
本
来
の
探
究
と
は
違
う
方
向
、
つ
ま
り
擬
古
主
義
批
判
な
ど
と
い
う
方
向
へ
盲
動
し
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
も
そ
も
宏
道
の
詩
論
は
「
性
命
の
学
」、
入
矢
義
高
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
人
生
と
は
何
ぞ
や
」
ま
た
は
「
人
生
い

か
に
生
く
べ
き
か
」
と
い
う
課
題
の
参
究
、
こ
れ
に
由
来
し
て
い
る
。
弟
の
中
道
（
字
小
修
）
に
よ
れ
ば
、
宏
道
は
二
十
二
歳
の
時
、

当
時
翰
林
院
編
修
で
あ
っ
た
兄
宗
道
か
ら
、「
性
命
の
学
」
の
こ
と
を
聞
き
、
深
く
こ
れ
を
信
じ
た
と
い
う
。
そ
し
て
二
十
六
歳
の

時
、
李
卓
吾
（
一
五
二
七
〜
一
六
〇
二
）
に
導
か
れ
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
が
、「
陳
言
を

拾
し
、
俗
見
を
株
守
し
、
古
人
の
語
の

も
と
に
死
し
て
、
一
段
の
精
光
も
披
露
す
る
を
得
ざ
り
し
」
こ
と
を
始
め
て
知
っ
た
の
だ
と
い
う
（
珂
雪
齋
文
集
巻
九
、
吏
部
験
封

司
郎
中
中
郎
先
生
行
状
）。
こ
こ
に
「
精
光
」
と
は
、
い
わ
ば
生
命
の
輝
き
を
言
う
で
あ
ろ
う
が
、
中
道
に
従
え
ば
、
宏
道
の
「
性

命
の
学
」
は
、
端
的
に
は
言
葉
の
問
題
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
李
卓
吾
と
の
関
わ
り
は
、
文
学
上
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、

強
く
社
会
的
政
治
的
な
意
味
合
い
も
帯
び
ざ
る
を
え
な
い
が
、
中
道
は
兄
の
人
生
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
う
述
べ
て
い
る
。

儒
教
に
あ
っ
て
は
、
言
葉
は
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。「
詩
に
興
り
、
禮
に
立
ち
、

に
成
る
」（
論
語
、
泰
伯
篇
）
と
い
う
。
孔
子
は

弟
子
た
ち
に
、
な
に
よ
り
も
先
ず
詩
経
の
言
葉
を
学
ば
せ
た
。
宏
道
は
「
古
人
の
語
の
も
と
に
死
ぬ
」
こ
と
を
拒
否
し
た
。
擬
古
主

義
へ
の
反
発
は
、
宏
道
に
ま
る
で
反
儒
の
よ
う
な
趣
を
添
え
る
か
に
見
え
る
が
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、「
詩

三
百
を
誦
す
る
も
、
之
に
授
く
る
に
政
を
以
て
し
て
達
せ
ず
、
四
方
に
使
い
し
て
專
對
す
る
能
わ
ず
ん
ば
、
多
し
と
雖
も
、
亦
た
な

に
を
以
て
為
さ
ん
や
」（
論
語
、
子
路
篇
）
で
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
古
人
の
言
葉
も
主
体
的
に
捉
え
て
こ
れ
を
生
か
さ
な
い
と
い
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け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
言
葉
を
主
体
的
に
、
反
省
的
に
洗
い
直
す
、
あ
る
い
は
、
自
ら
の
人
生
の
裏
打
ち
を
も
っ
て
生
き

生
き
と
捉
え
直
す
と
い
う
こ
と
は
、
言
葉
に
対
す
る
健
全
な
態
度
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
智
者
は
習
に
牽
か
れ
、
愚
者
は
其
の
易
き

を

し
む
」（
前
出
）
と
宏
道
は
言
う
。
こ
れ
は
擬
古
主
義
批
判
の
文
脈
に
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
ら
自
体
は
、
な
に
も
擬
古
主

義
の
弊
害
を
言
う
の
に
限
る
わ
け
で
は
な
く
、
言
葉
と
い
う
も
の
の
持
つ
避
け
ら
れ
な
い
性
質
を
衝
く
も
の
で
も
あ
る
。
言
葉
は
い

く
ら
で
も
無
自
覚
無
反
省
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
無
自
覚
の
う
ち
に
人
を
欺
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
無
反
省
の
う
ち
に
自
分
を
偽

る
こ
と
も
で
き
る
。

擬
古
主
義
に
対
す
る
議
論
そ
の
も
の
は
、
宏
道
に
と
っ
て
は
目
的
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
三
十

歳
の
時
に
は
、
彼
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

弟われ
の
遊

の
詩
章
、
近
ご
ろ
亦
た

を
成
す
。
其
の
中
、
人
を
驚
か
す
の
語
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
人
を
いか

る
の
語
な
り
。
人
を

る
者
は
、
人
の

る
所
と
為
る
な
り
。

（
前
出
）

自
論
の
当
否
が
、
宏
道
に
と
っ
て
最
終
の
問
題
で
は
な
い
。

世
人
は
唐
を
喜
ぶ
。
僕
は
則
ち
唐
に
は
詩
無
し
と
曰
う
。
世
人
は
秦
漢
を
喜
ぶ
。
僕
は
則
ち
秦
漢
に
文
無
し
と
曰
う
。
世
人
は

宋
を
卑
し
め
元
を

く
。
僕
は
則
ち
文
は
宋
元
の
諸
大
家
に
在
り
と
曰
う
。

（
解
脱
集
巻
四
、
張
幼
于
）

反
論
の
た
め
の
論
で
あ
る
。
止
揚
を
目
指
す
訳
で
も
な
い
。
弟
中
道
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
意
は
人
の
縛
執
を
破
る
に
在
り
」（
遊

居
柿
録
巻
九
、
論
中
郎
遺
書
）
な
の
で
あ
る
。
議
論
は
、
や
む
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
八
歳
の
時
に
は
、
こ
う
言
っ
て
い

る
。

弟われ
は
小
人
な
り
。
人
の
奔
走
し
て
我
を

逐
す
る
は
、
固
よ
り
分
な
り
。
又
何
ぞ
厭
わ
ん
や
。

（
錦
帆
集
巻
三
、
湯
義
仍
）

い
か
に
も
若
気
の
至
り
で
は
あ
る
が
、
議
論
も
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
れ
ば
、
議
論
の
波
紋
も
我
が
身
一
身
に
引
き
受
け
よ
う
と
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い
う
覚
悟
で
あ
る
。
や
が
て
、
宏
道
は
深
く
認
識
す
る
に
至
る
。
三
十
二
歳
の
時
の
言
葉
で
あ
る
。

天
地
の
間
、
一
物
と
し
て
是
非
無
き
者
無
し
。
天
地
は
是
非
の
城
な
り
。
心
身
は
是
非
の
舎
な
り
。
智
愚
賢
不
肖
は
是
非
の
果

な
り
。
古
往
今
來
は
是
非
の

場
墟

な
り
。

（
広
荘
、
斉
物
論
）

関
龍
逢
、
比
干
、
伍
子

、
屈
原
の
「
君
に
事
う
る
の
我
」、
務
光
、
伯
夷
、
叔
斉
、
漆
室
女
の
「
身
を
潔
く
す
る
の
我
」、
文
王
の

「
聖
に
居
る
の
我
」、
孔
子
の
「
道
を
行
う
の
我
」、
微
に
入
り
細
に
わ
た
っ
て
指
摘
（
広
荘
、
人
間
世
）
し
た
す
え
に
、「
天
地
の
間
、

一
物
と
し
て
是
非
無
き
者
無
し
」
と
認
識
し
、
そ
う
し
て
ま
た
是
非
を
争
う
議
論
の
場
へ
と
勇
躍
身
を
投
じ
た
の
で
は
決
し
て
な
く
、

次
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
是
非
の
相
を
超
克
し
よ
う
と
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
自
他
の
我
執
の
相
を
超
え
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
議
論
は
、
彼
の
性
命
の
学
の
探
究
に
、
こ
れ
と
い
う
確
か
な
自
得
を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
彼
は
言
う
。

學
道
は
須
く
先
ず
我
相
を
除
く
べ
し
。

（
瓶
花
齋
集
巻
十
、
家
報
）

あ
る
い
は
、

古
人
の
道
を
學
ぶ
は
、
密
な
る
を
貴
ぶ
。
惟
だ
に
人
を
し
て
其
の
長
れ
た
る
を
覚
え
ざ
ら
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
且
つ
盡

く
は
己
の
是
を
見
わ
さ
ず
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
十
八
、
黄
平

）

彼
が
選
ん
だ
の
は
議
論
を
つ
き
つ
め
る
生
き
方
で
は
な
く
、
い
わ
ば
己
の
光
を
和
ら
げ
る
生
き
方
で
あ
っ
た
。
詩
も
詩
論
も
そ
の
生

き
方
に
寄
り
添
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

始
め
て
知
る
、
學
人
は
寂
寞
な
る
能
わ
ず
ん
ば
、
決
し
て
徹
底
受
用
を
得
ざ
る
こ
と
を
。（

瀟
碧
堂
集
巻
十
八
、
李
湘
洲
編
修
）

宏
道
は
我
執
を
超
え
る
べ
く
、
深
く
自
己
の
内
に
沈
潜
し
た
。
擬
古
主
義
批
判
な
ど
と
い
う
も
の
が
彼
の
内
心
を
満
足
さ
せ
る
性
質
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の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
弟
中
道
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

先
生
（
宏
道
）
の
詩
文
、
錦
帆
、
解
脱
の
如
き
は
、
意
は
人
の
縛
執
を
破
る
に
在
り
。
故
に
時
に
遊
戯
の
語
有
り
。
蓋
し
其
の

才
は
高
く
膽
は
大
に
し
て
、
世
の
毀
譽
を
心
に
す
る
こ
と
無
く
、
聊
か
以
て
其
の
言
わ
ん
と
欲
す
る
所
を
舒
ぶ
る
の
み
。
然
れ

ど
も
其
の
後
は
亦
た
漸
く
謹
嚴
に
趨
る
。
其
の
政
を
論
じ
學
を
論
ず
、
山
容
水
態
の
中
に

り
出
で
、
皆
膚
を
剔
り
骨
を
見
わ

す
。

（
遊
居
柿
録
巻
九
、
論
中
郎
遺
書
）

入
矢
義
高
氏
は
、
宏
道
の
人
生
の
こ
の
過
程
を
、「
昔
日
の
軒
昻
た
る
自
信
が
、
今
は
な
ん
と
な
く
さ
さ
く
れ
た
追
憶
と
な
っ
て

よ
み
が
え
っ
て
く
る
」（
前
出
）
と
見
た
の
で
あ
っ
た
。
口
幅
っ
た
い
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
宏
道
三
十
二
歳
の
時
の
言
葉
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

弟われ
の
學
道
此
の
時
に
至
っ
て
、
乃
ち
始
め
て
下
落
を
得
る
の
み
。
是
れ
初
心
を
退
却
す
る
に
は
非
ず
。

（
瓶
花
齋
集
巻
十
、
答
陶
石

）

ま
た
三
十
四
歳
の
時
に
も
、

弟われ
の
學
問
は
屡
々
變
ず
。
然
れ
ど
も
畢
竟
初
め
入
門
せ
し
者
は
、
更
に
易
う
可
か
ら
ず
。
其
の
異
同
の
處
は
、
只
だ
枉
が
れ
る

を
矯
め
る
こ
と
の
直
に
過
ぎ
し
の
み
。
豈
に
走
る
可
き
別
路
の
有
ら
ん
や
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
十
八
、
答
陶
周
望
）

中
道
は
言
う
、「
詩
文
を
論
じ
て
は
則
ち
常
に
云
う
、
我
（
宏
道
）
近
日
始
め
て
稍
や
進
み
、
往
事
の
大
披
露
の
蘊
藉
を
少か
く
を
覺

ゆ
、
と
。
此
れ
則
ち
弟われ
獨
り
之
を
知
る
。
而
れ
ど
も
兄
（
宏
道
）
の
為
る
所
は
日
に
新
た
に
し
て
已
ま
ざ
る
も
の
な
り
。
息
ま
ざ
る

も
の
は
道
な
り
、
盡
き
る
こ
と
無
き
も
の
は
生
な
り
。
諸
位
を
經
歴
し
、
習
氣
を
磨
錬
し
、
天
上
人
間
、
随
意
寄
託
す
。
何
ぞ
憾
ま

ん
や
、
何
ぞ
憾
ま
ん
や
」（
珂
雪
齋
文
集
巻
十
、
告
中
郎
兄
文
）
と
。
求
道
は
そ
の
死
の
日
ま
で
や
む
こ
と
は
な
い
。
汲
ん
で
も
汲

み
尽
く
せ
な
い
も
の
は
生
命
で
あ
る
。
宏
道
の
文
学
は
日
に
新
た
に
し
て
已
ま
な
か
っ
た
と
、
弟
中
道
も
言
う
。「
性
命
の
学
」
探
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究
の
姿
勢
は
、
そ
も
そ
も
の
初
め
か
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
宏
道
の
言
葉
に
、
こ
こ
は
耳
を
傾
け
た
い
と
思
う
。

三

「
小
修
の
詩
に

す
」
の
な
か
で
、
宏
道
が
一
番
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
何
か
。
模
擬
に
対
す
る
批
判
で
あ
れ
ば
、
情
を
主
張
す

れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
詩
が
情
を
詠
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
極
め
て
普
通
の
こ
と
で
は
あ
る
。
宏
道
が
こ
こ
で
一
番
思
い
を

込
め
た
こ
と
、
そ
れ
は
次
の
部
分
に
あ
る
と
私
は
思
う
。

蓋
し
弟
（
小
修
）
は
既
に
志
を
時
に
得
ざ
れ
ば
、
感
慨
多
し
。
又
性
豪

を
喜
び
て
貧
窘
に
安
ん
ぜ
ず
、
光
景
を
愛
念
し
て
寂

寞
を
受
け
ず
、
百
金
手
に
到
れ
ば
頃
刻
に
し
て
都すべ
て
盡
く
す
。
故
に
貧
を
嘗
む
。
而
る
に
嬉
戯
に
沈

し
て
樽
節
を
知
ら
ず
。

故
に
病
を
嘗
む
。
貧
、
復
た
貧
に
任
せ
ず
、
病
、
復
た
病
に
任
せ
ず
。
故
に
愁
い
多
し
。
愁
い
極
ま
れ
ば
則
ち
吟
ず
。
故
に
貧

病
無
聊
の
苦
を
以
て
之
を
詩
に
發
せ
ば
、
毎
毎
哭
く
が
若
く
罵
る
が
若
く
、
其
の
生
を
哀
し
み
路
を
失
え
る
の
感
に
勝
え
ず
。

予
、
読
み
て
之
を
悲
し
む
。

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
弟
小
修
が
あ
く
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
が
故
に
、
否
応
な
く
、
窮
状
に
陥
っ
て
い
く
様
で
あ
る
。

そ
の
苦
し
い
思
い
を
、
そ
の
ま
ま
詩
に
詠
え
ば
、
そ
の
悲
劇
性
が
、
そ
の
人
の
そ
の
人
た
る
所
以
と
と
も
に
、
読
む
者
の
心
に
自
ず

か
ら
伝
わ
る
、
と
宏
道
は
考
え
て
い
る
。
上
述
に
見
た
宏
道
の
「
情
至
れ
る
の
語
」
の
主
張
、
す
な
わ
ち
、「
大
概
、
情
至
れ
る
の

語
は
、
自
ず
か
ら
能
く
人
を
感
ぜ
し
む
。
是
れ
を
真
詩
と
謂
う
な
り
。
伝
う
可
き
な
り
」
と
い
う
一
文
は
、
実
は
、
民
謡
真
詩
論
の

後
で
は
な
く
、
こ
の
「
生
を
哀
し
み
路
を
失
っ
た
」
人
間
の
あ
り
様
を
承
け
て
、
そ
の
直
後
に
続
く
の
で
あ
る
。
宏
道
に
置
き
換
え

て
み
よ
う
。「
人
を

る
者
は
、
人
の

る
所
と
為
る
」（
前
出
）、
つ
ま
り
世
間
を
批
判
す
れ
ば
、
逆
に
世
間
か
ら
批
判
さ
れ
る
。

「
人
の
奔
走
し
て
我
を

逐
す
る
は
、
固
よ
り
分
な
り
」（
前
出
）、
つ
ま
り
世
間
の
非
難
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
分
を
偽
る
の
で
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な
け
れ
ば
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
そ
う
す
る
と
ま
す
ま
す
世
間
に
居
場
所
を
失
っ
て
苦
し
く
な
る
が
、
そ
れ
も
仕
方
が
な
い
。
そ

れ
は
抗
う
こ
と
の
で
き
な
い
勢
い
で
あ
り
、
そ
の
抗
う
こ
と
の
で
き
な
い
窮
苦
の
軌
跡
を
見
れ
ば
、
人
は
こ
れ
を
悲
し
ま
な
い
で
い

ら
れ
よ
う
か
。
そ
の
人
間
が
上
等
で
あ
る
か
下
等
で
あ
る
か
は
、
問
題
で
は
な
い
。
嘘
偽
り
の
な
い
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
む
き
だ

し
に
晒
す
、
言
い
換
え
れ
ば
「
大
披
露
」（
前
出
）
す
る
、
そ
こ
に
始
め
て
そ
の
人
が
姿
を
現
わ
す
。
ひ
い
て
は
、
そ
の
人
を
取
り

巻
く
現
実
が
、
そ
の
姿
を
現
す
。

己
を
偽
ら
ず
に
自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、「
生
を
哀
し
み
路
を
失
う
」
羽
目
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
、

自
分
を
偽
ら
な
い
人
間
の
悲
劇
的
な
あ
り
様
へ
の
憤
り
こ
そ
は
、
当
時
の
宏
道
の
文
学
精
神
の
核
心
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
詩
は

趣
を
以
て
主
と
為
す
」（
華
蒿
遊
草
巻
二
、
西
京
稿
序
）
と
す
る
宏
道
で
あ
る
が
、
三
十
歳
の
時
、
そ
の
「
趣
」
を
論
じ
て
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。

愚
不
肖
の
趣
に
近
き
は
品
無
き
を
以
て
な
り
。
品
愈
い
よ
卑
き
が
故
に
求
む
る
所
愈
い
よ
下
る
。
或
い
は
酒
肉
を
為
し
、
或
い

は
聲
伎
を
為
し
、
心・
に・
率・したがい・
て・
行
い
て
忌
憚
す
る
所
無
く
、
自
ら
は
以
て
望
み
を
世
に
絶
つ
と
為
す
。
故
に
世
を

げ
て
之
を

非
り
笑
い
て
顧
み
ず
。
此
れ
又
一
趣
な
り
。

（
解
脱
集
巻
三
、

陳
正
甫
會
心
集
）

宏
道
は
こ
の
文
で
、「
正
等
正
覚
最
上
乘
」
と
す
る
「
童
子
」
の
趣
、「
趣
を
求
め
ず
と
雖
も
、
趣
之
れ
に
近
づ
く
」
と
す
る
「
山
林

の
人
」
の
趣
の
次
に
、
最
低
の
趣
と
し
て
、
こ
の
「
愚
不
肖
」
の
趣
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
愚
不
肖
」
の
「
心
に
率
い
て

行
い
て
忌
憚
す
る
所
無
き
」
生
き
様
は
、
ま
さ
に
上
述
の
小
修
の
生
き
様
に
重
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、「
面
に
端
容
無
く
、
目
に
定
睛
無
く
、
口
は
喃
喃
と
し
て
語
ら
ん
と
欲
し
、
足
は
跳
躍
し
て
定
ま
ら
ず
」
と
い
う

「
童
子
」
の
趣
に
は
、
い
か
に
も
生
き
生
き
と
し
た
生
命
の
充
実
が
あ
り
、「
人
生
の
至

、
真
に
此
の
時
を

ゆ
る
も
の
無
し
」
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
実
の
人
間
に
は
望
む
べ
く
も
な
い３

）
。「
山
林
の
人
」
の
趣
は
、「
拘
せ
ら
る
る
無
く
、
縛
さ
る
る
無
く
、
自
在
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に
日
を
度
る
」
こ
と
の
で
き
る
人
の
趣
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
現
実
を
逃
避
し
た
人
の
趣
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
現
実
の
中
で

生
き
て
い
く
者
に
は
、「
愚
不
肖
」
の
趣
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
宏
道
が
自
ら
の
人
生
の
中
で
詩
に
現
す
の
も
、
こ
の
「
愚
不
肖
」

の
趣
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
誰
し
も
が
持
っ
て
い
た
は
ず
の
生
き
生
き
と
し
た
生
命
力
を
毀
傷
し
、
あ
る
い
は
喪
失
し
た
、
窮
苦
に
病

む
心
そ
の
ま
ま
の
あ
り
様
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
、
常
情
を
逸
脱
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
嘘
偽
り
の
な
い
生
命
の
あ
り
様
な
の
で

あ
る
。「
天
の
命
ず
る
を
、
之
れ
性
と
謂
い
、
性・
に・
率・
う・
を・
、
之・
れ・
道・
と・
謂・
い・
、
道
を
修
む
る
を
、
之
れ
教
と
謂
う
」
と
、『
中
庸
』

に
は
言
う
。
宏
道
が
こ
の
「
性
」
を
「
心
」
に
替
え
る
の
は
、
彼
が
朱
子
の
学
を
峻
拒
し
、
陽
明
の
学
を
受
け
継
ぐ
か
ら
で
あ
ろ
う

が４
）

、
宏
道
が
こ
こ
で
『
中
庸
』
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
彼
が
他
に
も
「
各
お
の
其
の
性
に
任
す
の
み
。
性
の
安
ん
ず
る
所
、
殆
ど
強

う
可
か
ら
ず
。
性・
に・
率・
い・
て・
行・
う・
、
是・
れ・
を・
真・
人・
と・
謂・
う・
」（
錦
帆
集
巻
二
、
識
張
幼
于
箴
銘
後
）
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
宏
道
に
と
っ
て
、「
心
に
率
う
」「
愚
不
肖
」
こ
そ
は
「
真
人
」
な
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
「
道
」
を
求
め
る
人
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
宏
道
二
十
九
歳
の
時
の
言
葉
、

世
上
、
未
だ
一
人
と
し
て
苦
境
に
居
ら
ざ
る
者
有
ら
ず
。
其
の
境
、
年
に
變
じ
て
月
に
同
じ
か
ら
ず
。
苦
も
亦
た
之
に
因
る
。

（
錦
帆
集
巻
三
、
王
以
明
）

人
、
苦
處
に
到
れ
ば
、
情
自
ず
か
ら
深
き
の
み
。

（
錦
帆
集
巻
二
、

惟
学
先
生
）

あ
る
い
は
、
三
十
二
歳
の
時
の
言
葉
、

天
地
は
獄
の
如
し
。
其
の
中
に
入
る
者
は
、

苦
無
量
な
り
。
年
長
ら
え
ば
獄
も
長
ら
う
る
こ
と
老
囚
の
若
き
有
り
。

（
広
荘
、
養
生
主
）

人
間
は
本
来
は
「
童
子
」
の
如
く
、
生
き
生
き
と
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
宏
道
に
と
っ
て
、
現
実
の
人
間
は
囚
人
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
基
本
の
認
識
は
、
そ
の
後
も
変
わ
ら
な
い
。
宏
道
三
十
六
歳
の
時
の
言
葉
、
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詩
能
く
人
を
窮
せ
し
む
。
窮
す
る
者
は
工
み
な
り
。
痩
島
寒
郊
は
、
飽
頓
無
き
な
り
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
五
、
贈
陳
正
夫
）

欧
陽
脩
は
、「
詩
の
能
く
人
を
窮
せ
し
む
る
に
は
非
ず
。
殆
ど
窮
す
る
者
に
し
て
後
に
工
み
な
る
な
り
」（「
梅
聖
兪
詩
集
序
」）
と
言

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
宏
道
の
認
識
は
こ
れ
と
異
な
る
。
詩
の
道
を
探
究
す
れ
ば
人
は
窮
境
に
陥
る
。
窮
境
に
あ
る
も
の
の
詩
は
、
自

ず
か
ら
人
を
感
動
さ
せ
る
。

島
・
孟
郊
の
詩
が
痩
せ
細
っ
て
い
る
の
は
、
十
分
な
挫
折
が
な
い
か
ら
だ
、
と
言
う
。
擬
古
主
義
の

盛
行
と
い
う
状
況
が
、
宏
道
を
こ
の
よ
う
に
追
い
込
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

因
み
に
、
袁
宏
道
が
徐

（
字
文
長
）（
一
五
二
一
｜
一
五
九
三
）
を
世
に
顕
彰
し
た
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

宏
道
三
十
二
歳
の
時
に
著
さ
れ
た
「
徐
文
長
伝
」（
瓶
花
齋
集
巻
七
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
、

文
長
既
に
雅つね
に
時
調
と
合
わ
ず
。
當
時
の
所
謂
騒
壇
の
主
盟
者
は
、
文
長
皆
叱
し
て
之
を
奴
と
す
。
故
に
其
の
名
は
越
を
出
で

ず
。
悲
し
い
か
な
。（
中
略
）
先・
生・
、
數・
奇・
已・
ま・
ず・
、
遂・
に・
狂・
疾・
と・
為・
る・
。
狂・
疾・
已・
ま・
ず・
、
遂・
に・
囹・
圄・
と・
為・
る・
。
古
今
の
文
人

の
牢
騒
困
苦
、
未
だ
先
生
の
若ごと
き
者
有
ら
ず
。（
中
略
）
余
謂おも
え
ら
く
、
文
長
は
之ゆ
く
と
し
て
奇
な
ら
ざ
る
は
無
き
者
な
り
。

之
く
と
し
て
奇
な
ら
ざ
る
は
無
し
、
斯
れ
之
く
と
し
て
奇
な
ら
ざ
る
は
無
き
な
り
。
悲
し
い
か
な
。

ま
る
で
、「
小
修
」
や
「
愚
不
肖
」
の
生
命
の
軌
跡
の
如
く
で
あ
る
。
宏
道
が
徐

を
顕
彰
し
た
の
は
、
な
に
よ
り
も
、
徐

の
人

生
の
軌
跡
の
ま
た
と
は
な
い
悲
劇
性
に
心
打
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
、
内
山
知
也
「
徐

の
狂
気
に
つ
い
て
」（『
明
代
文
人

論
』
一
九
八
六
年
、
木
耳
社
刊
）
は
、
徐

を
論
じ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
う
い
う
多
く
の
詩
編
に
彼
の
率
直
な
美
し

い
人
間
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
自
己
に
正
直
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
陽
明
学
左
派
の
師
季
本
は
教

え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
前
述
の
よ
う
な
悲
惨
な
病
気
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
罪
は
彼
に
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
の
手
に
は

負
え
な
い
暗
い
環
境
が
彼
を
そ
こ
に
陥
れ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
」
と
。
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四

「
息
ま
ざ
る
も
の
は
道
な
り
、
盡
き
る
こ
と
無
き
も
の
は
生
な
り
」（
前
出
）
と
中
道
は
言
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
宏
道
は
己
の
光

を
和
ら
げ
、
是
非
の
争
競
の
場
を
超
え
て
、
ど
の
よ
う
な
境
界
へ
至
っ
た
の
か
。
擬
古
主
義
批
判
の
場
を
超
克
し
て
、
彼
は
自
分
の

文
学
を
ど
の
よ
う
に
深
め
た
の
か
。
三
十
七
歳
の
時
、
彼
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

未
だ
悟
ら
ざ
る
時
は
、

る
る
處
皆
妄
な
り
。
人
と
争
競
す
る
が
如
き
は
、
固
よ
り
人
我
の
相
な
り
。
即たと
え
退
讓
す
る
も
、
亦

た
人
我
の
相
な
り
。
我
、
人
と
争
う
を
以
て
、
我
、
能
く
人
に
讓
る
。
之
を
總
じ
る
に
人
我
な
り
。
既
に
悟
る
時
は

る
る
處

皆
真
な
り
。
人
を
待
つ
に
平
易
な
る
が
如
き
は
、
固
よ
り
人
我
の
相
に
非
ず
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
二
十
、
徳
山

譚
）

そ
し
て
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

世
間
に
は
一
種
平
易
質
實
に
し
て
、
道
と
相
近
き
者
有
り
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
十
九
、
黄
平

）

宏
道
三
十
七
歳
の
時
は
、
彼
が
ひ
と
つ
の
覚
醒
を
得
た
、
い
わ
ば
人
生
の
転
換
点
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
宏
道
が
思
い
至
っ
た
の
は
、

平
易
質
実
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
平
易
質
実
と
は
何
か
。
更
に
宏
道
の
言
う
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。

此
の
事
（
性
命
の
学
）
は
、
只
だ
安
心
を
求
む
る
の
み
。
便
ち
官
と
作な
る
も
好よ
し
、
農
夫
と
作
る
も
好
し
、

児
市

と
作
る

も
亦
た
好
し
。（
中
略
）
凡
そ
事
は
只
だ
平
常
に
し
去
る
の
み
。
必
ず
し
も
群
を
驚
か
し
衆
を
動
か
さ
ず
。
纔
か
に
絲
毫
の
奇

特
の
心
有
れ
ば
、
便
ち
是
れ
名
根
、
便
ち
是
れ
忌
憚
無
き
の
小
人
な
り
。
反かえ
っ
て
名
利
を
好
む
人
の
真
實
穏
安
に
し
て
、
遮

無
く
、
委
曲
無
く
、
名
利
場
中
に
於
い
て
大
自
在
人
と
作
る
に
若し
か
ず
。（
中
略
）
詩
文
は
是
れ
吾
が
輩
の
一
件
の
正
事
な
り
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
十
九
、
黄
平

）

こ
こ
に
言
う
「
安
心
」
は
、
も
ち
ろ
ん
単
な
る
気
安
め
で
は
な
く
、「
平
常
」、
す
な
わ
ち
「
平
易
」「
質
実
」
と
表
裏
す
る
。
そ
し
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て
宏
道
に
と
っ
て
は
、
詩
文
こ
そ
は
「
平
常
」「
平
易
」「
質
実
」
の
謂
い
な
の
で
あ
る
。
宏
道
は
三
十
九
歳
の
時
、
若
い
頃
を
振
り

返
っ
て
こ
う
言
っ
た
の
だ
っ
た
。

僕
は
碌
碌
た
る
凡
材
な
る
の
み
。
楊
（
朱
）
の
髄
を
嗜
み
て
、
佛
の
膚
を

み
、
荘
（
周
）
の
唇
を
腐
ら
せ
て
、
儒
の
目
を
鑿

ち
、
閑
居
の
小
人
を
醜
み
、
併
せ
て
今
の
名
高
き
者
を
疑
い
て
、
以
て
外
に

い
て
情こころあ
ら
ず
と
為
し
、
並
び
生
き
並
び
育い
く

る
の
齊
民
を
師
と
し
て
等
し
く
其
の
事
を
同
じ
く
す
。

（
前
出
）

「
並
び
生
き
並
び
育
く
る
の
齊
民
を
師
と
し
て
等
し
く
其
の
事
を
同
じ
く
す
る
」
の
は
、
す
で
に
若
い
頃
か
ら
の
志
向
だ
、
と
言
う

よ
う
で
あ
る
。
人
生
は
螺
旋
と
言
う
べ
き
か
。
確
か
に
、
宏
道
は
す
で
に
二
十
九
歳
の
時
、
通
俗
小
説
『
金
瓶
梅
』
に
関
心
を
寄
せ
、

お
ま
け
に
、
枚
乗
の
「
七
發
」
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
言
っ
た
の
だ
っ
た
（
錦
帆
集
巻
四
、
董
思
白
）。
そ
れ
は

と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
に
「
並
び
生
く
」
と
は
、『
荘
子
』
斉
物
論
の
、「
物
は
彼
に
非
ざ
る
は
無
く
、
物
は
是
れ
に
非
ざ
る
は
無

し
。
彼
よ
り
す
れ
ば
則
ち
見
え
ず
。
自
ら
知
れ
ば
、
則
ち
之
を
知
る
。
故
に
曰
く
、
彼
は
是
れ
に
出
で
、
是
れ
も
亦
た
彼
に
因
る
、

と
。
彼
と
是
れ
と
方なら
び
生
く
る
の
説
な
り
」
を
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
。
是
非
の
争
論
を
超
え
て
、
方
び
生
き
方
び
死
す
る
、
あ
る
が

ま
ま
の
自
然
を
受
け
入
れ
よ
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
並
び
育
く
」
と
は
、『
中
庸
』
の
、「
萬
物
並
び
育
き
て
相
害
せ
ず
。
道

並
び
行
わ
れ
て
相
悖
ら
ず
」
を
踏
ま
え
る
。
そ
れ
は
万
物
が
並
び
生
き
て
互
い
に
害
さ
な
い
世
界
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

本
来
的
に
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
、
す
な
わ
ち
「
平
常
」「
平
易
」
な
世
界
、
そ
の
世
界
の
現
前
の
要
諦
が
、
宏
道
に
と
っ
て
は
「
質

実
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
彼
が
こ
こ
に
導
か
れ
た
の
に
は
、
羅
汝
芳
（
号
近
渓
）（
一
五
一
五
〜
一
五
七
九
）

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

「
徳
山

譚
」（
前
出
）
の
終
わ
り
に
、
彼
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

能
く
自
家
の
身
子
を
打
倒
し
て
、
安
心
し
て
世
俗
の
人
と
一

な
る
が
若
き
は
、
上
根
宿
學
に
非
ざ
れ
ば
能
わ
ざ
る
な
り
。
此
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の
意
、
孔
（
子
）、
老
（
子
）
よ
り
後
は
、
惟
だ
（
王
）
陽
明
、（
羅
）
近
渓
の
み
之
に
庶
幾
ち
か

し
。

そ
し
て
更
に
、
三
十
九
歳
の
時
に
は
、

羅
近
渓
曰
く
、
聖
人
は
、
常
人
に
し
て
肯
え
て
心
を
安
ん
ず
る
者
な
り
。
常
人
は
、
聖
人
に
し
て
肯
え
て
心
を
安
ん
ぜ
ざ
る
者

な
り
、
と
。
此
の
語
、
聖
學
の
髄
を
抉
る
な
り
。

（
瀟
碧
堂
集
巻
十
九
、
答
陶
周
望
）

と
言
っ
て
い
る
。
質
実
と
は
、
虚
飾
を
排
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
句
比
べ
字
擬
え
る
」（
前
出
）
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
擬
古
主
義

も
、
も
ち
ろ
ん
虚
飾
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
排
し
、
同
時
に
自
ら
の
虚
飾
も
削
っ
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
自
分
そ
の
も
の
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
四
十
一
、
二
歳
の
頃
、
宏
道
は
文
を
論
じ
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

古
の
文
を
為
る
者
は
、

を
刊けず
り
て
質
を
求
め
、
精
神
を
敝やぶ
り
て
之
を
學
ぶ
。
唯
だ
真
の
極
ま
ら
ざ
る
を
恐
る
る
の
み
。
一
變

し
て
辭
を
去
り
、
再
變
し
て
理
を
去
り
、
三
變
し
て
吾
が
文
を
為
る
の
意
忽
ち
盡
く
。
水
の
澹
に
極
ま
り
、
芭
蕉
の
空
に
極
ま

る
が
如
し
。
機
境
偶
た
ま

る
れ
ば
、
文
忽
ち
生
ず
。
風
高
く
し
て
響
作おこ
り
、
月
動
い
て
影
從
え
ば
、
天
下
翕
然
と
し
て
之
を

文
と
す
。
而
も
古
の
人
は
自
ら
以
て
文
と
為
さ
ず
。
是
れ
質
の
至
れ
る
者
な
り
と
曰
う
。（
中
略
）
質
は
道
の
幹
な
り
。

（
箋
校
巻
五
十
四
、
行
素
園
存
稿
引
）

徹
底
し
て
自
ら
の
虚
飾
を
削
り
、
自
ら
の
精
神
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
し
て
、
や
が
て
自
分
そ
の
も
の
に
な
る
。
そ
の
虚
し
く
し
た
心
に
、

偶
々
触
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
文
と
な
る
。
つ
ま
り
、
万
物
が
並
び
生
き
て
互
い
に
害
さ
な
い
世
界
、
本
来
的
に

あ
る
が
ま
ま
の
世
界
、
す
な
わ
ち
「
平
常
」「
平
易
」
な
世
界
が
、
俄
に
現
前
す
る
。

人
は
各
お
の
其
の
靈
な
る
者
を
以
て
心
と
為
し
、
注
ぐ
者
を
欲
と
為
す
。（
中
略
）
己
有
れ
ば
則
ち
分
別
有
り
。
分
別
有
れ
ば
、

則
ち
町
畦
有
り
。
町
畦
有
れ
ば
、

有
り
て
、
天
地
の
生
機
は
乃
ち
病
む
。

（
箋
校
巻
五
十
三
、
策
第
三
問
）

と
彼
が
言
う
よ
う
に
、
己
を
虚
し
く
し
た
心
に
時
あ
っ
て
感
応
す
る
も
の
は
、「
天
地
の
生
機
」
で
あ
る
。
虚
し
い
心
の
奥
底
の
霊
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な
る
も
の
が
動
き
出
す
時
、
そ
れ
は
祝
福
の
よ
う
に
降
り
て
く
る
の
に
違
い
な
い
。
嘗
て
の
真
詩
は
、「
率
性
」
の
真
人
が
、
自
ら

の
赤
裸
々
な
思
い
を
無
心
に
注
ぐ
、
生
命
の
様
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
年
の
真
詩
は
、「
質
」
な
る
真
人
、
す
な
わ
ち
個
我
を
超

克
し
た
自
分
そ
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
虚
心
に
、
時
あ
っ
て
托
さ
れ
る
、
本
来
的
に
あ
る
が
ま
ま
の
生
命
の
様
態
で
あ
る
。

宏
道
四
十
二
歳
、
最
晩
年
の
詩
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

荒
草
披
秦
殿

荒
草

秦
殿
を
披おお
い

秋
花
綴
漢
城

秋
花

漢
城
に
綴
る

我
行
南
山
道

我
れ
南
山
道
を
行
け
ば

如
閲
古
圖
經

古
圖
經
を
閲
す
る
が
如
し

遺
跡
依
稀
是

遺
跡

依
稀
と
し
て
是よ
き
も

長
老
失
其
名

長
老
も
其
の
名
を
失
う

一
歩
一
佇
思

一
歩
一
た
び
佇
み
思
う

誰
締
營

誰
か
締
營
す
と

又
如
披

簡

又

簡
を
披
く
が
如
く

冥
捜
捐
心
神

冥
捜

心
神
を
捐
う

雖
以
意
推
求

意
を
以
て
推
求
す
と
雖
も

邊
傍
非
故
形

邊
傍
は
故
の
形
に
非
ず

西
都
賦
所
載

西
都
の
賦

載
す
る
所

一
一
盡

傾

一
一
盡
く

傾
す
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飛
燕
舊
舞
處

飛
燕

舊かつ
て
舞
う
處

田
夫
扶
耒
耕

田
夫

耒
を
扶
け
て
耕
す

香
舊
亭
子

香
の
舊
亭
子

湖
石
尚

湖
石
は

尚
お

た
り

清
風
發

清
風

よ
り
發
す

其
中
有
性
靈

其
の
中
に
性
靈
有
り

（
破
研
齋
集
巻
三
、
秦
中

詠
和
曹
遠
生
）

宏
道
が
淡
々
と
詠
む
光
景
は
、
虚
し
く
も
人
の
世
の
常
の
有
り
様
、
本
来
的
な
あ
る
が
ま
ま
で
あ
る
。「
清
風

よ
り
發
す
」

の
イ
メ
ー
ジ
は
、『
荘
子
』
斉
物
論
に
、「
大
地
の
噫
氣
は
そ
の
名
を
風
と
い
う
。
是
れ
唯
だ
作おこ
る
こ
と
無
き
の
み
。
作
れ
ば
則
ち
萬

怒はげ
し
く
鳴
る
。（
中
略
）
厲
風
濟わた
れ
ば
衆

虚
と
為
る
」
と
あ
る
の
を
下
敷
き
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
大
地
が
ふ
と
お
く
び
を
す
る

と
、
穴
と
い
う
穴
が
激
し
い
音
を
立
て
る
。
し
か
し
、
そ
の
激
し
い
風
が
吹
き
渡
っ
た
あ
と
は
、
天
地
が
も
と
の
静
寂
に
戻
る
。
人

間
の
歴
史
も
、
い
わ
ば
こ
の
よ
う
な
も
の
。
宏
道
は
今
、「
秦
殿
」
や
「
漢
城
」
と
と
も
に
、
そ
の
静
寂
の
内
に
立
ち
、
自
分
そ
の

も
の
の
心
に
、
あ
る
が
ま
ま
の
光
景
を
受
け
入
れ
て
い
る
。「
清
風
」
は
、『
詩
経
』
大
雅
、
烝
民
の
、「
穆
と
し
て
清
風
の
如
し
」

を
踏
ま
え
る
。
鄭
箋
に
、「
穆
は
和
な
り
」
と
あ
る
。「
清
風
」
は
、
和
ら
か
な
風
で
あ
る
。
喜
怒
哀
楽
の
調
和
し
た
詩
の
こ
と
で
あ

る
。
宏
道
は
、「
夫
れ
和
は
他
に
非
ず
。
喜
怒
哀

の
節
に
中あた
る
者
な
り
。（
中
略
）
詩
は
人
情
の
鳴
か
ん
と
欲
す
る
所
に
因
り
て
、

自
ず
か
ら
抑
揚
を
為
し
、
和
の
口
に
達
す
る
者
な
り
」（
箋
校
巻
五
十
三
、
和
者

之
所
由
生
）
と
言
う
。「
其
の
中
に
性
靈
有
り
」

は
、
陶
淵
明
を
意
識
す
る
。「
飲
酒
、
其
の
五
」
に
、「
菊
を
采
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
。
山
氣
日
夕
に
佳
く
、
飛

鳥
相
與
に
還
る
。
此
の
中
に
真
意
有
り
、
辯
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る
」
と
あ
る
。
宏
道
は
若
い
頃
か
ら
陶
淵
明
を
意
識
す
る

が
、
後
年
は
そ
の
詩
を
「
淡
の
至
り
」
で
あ
る
と
し
て
（
瀟
碧
堂
集
巻
十
一
、

氏
家
縄
集
）、
陶
淵
明
を
最
高
の
詩
人
と
評
価

21

袁宏道の文学精神



し
て
い
る
。
さ
て
、
虚
し
い
心
か
ら
、
和
ら
か
な
風
が
立
つ
。
そ
の
内
に
、
生
命
の
真
実
が
あ
る
。
そ
の
真
実
は
言
葉
を
も
っ
て
論

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
虚
飾
を
去
っ
た
心
に
は
、
思
い
が
け
ず
気
付
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
宏
道
の
若
い
頃
の
言
葉
が
思
い
出

さ
れ
る
。

世
人
の
得
難
き
所
の
者
は
、
唯
だ
趣
の
み
。
趣
は
山
上
の
色
、
水
中
の
味
、
花
中
の
光
、
女
中
の
態
の
如
く
、
善
く
説
く
者
と

雖
も
、
一
語
も
下
す
能
わ
ず
。
唯
だ
心
に
會
す
る
者
の
み
、
之
を
知
る
。

（
解
脱
集
巻
三
、

陳
正
甫
會
心
集
）

擬
古
主
義
へ
の
批
判
精
神
は
、
様
態
を
変
え
て
は
い
て
も
、
い
ま
だ
に
衰
え
て
い
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
宏
道
は
四
十
二
歳
の
時
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

あ
あ
、
世
は
但
だ
才
氣
の
以
て
事
を
集な
す
可
き
を
知
る
の
み
。
而
し
て

ん
ぞ
天
下
の
用
を
妙
に
す
る
者
の
、
趣
を
識
る
に
在

る
を
知
ら
ん
や
。
才
氣
は
、
疾
風
振
落
し
て
、
枯
朽
自
ず
か
ら
除
か
る
る
が
如
し
。
趣
を
識
る
は
、
明
月
澄
空
に
あ
り
て
、
萬

象
朗
徹
な
る
が
如
し
。
是
の
故
に
点
を
以
て
三
子
を
論
ず
れ
ば
、
宇
宙
の
自
ず
か
ら
清
く
し
て
、
經
世
者
の
攪
擾
す
る
を
覚
ゆ
。

（
中
略
）
此
れ
夫
子
の
点
に
與
す
る
所
以
な
り
。
其
の
用
の
大
い
な
る
に
與
す
る
な
り
。
而
し
て
其
の
不
用
を
謂
う
に
は
非
ず
。

（
箋
校
巻
五
十
三
、
策
第
五
問
）

「
点
」
と
は
曽
皙
の
こ
と
。
話
は
『
論
語
』
先
進
篇
に
見
え
る
。
宏
道
は
「
点
」
を
、「
趣
を
識
る
」
人
、
す
な
わ
ち
詩
人
に
見
立
て

て
い
る
。
自
分
を
虚
し
く
し
、
自
分
そ
の
も
の
と
な
っ
た
澄
ん
だ
心
に
は
、
万
象
が
本
来
の
姿
を
く
っ
き
り
と
現
す
、
そ
れ
が
、
時

あ
っ
て
「
經
世
者
」
を
「
攪
擾
」
さ
せ
る
、
と
言
う
。
自
ら
の
精
神
を
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
し
、
自
ら
の
足
場
を
も
崩
し
た
す
え
の
、
い

わ
ば
透
明
な
批
評
眼
を
も
っ
て
、
世
の
中
の
あ
る
が
ま
ま
を
詠
む
詩
が
、
時
あ
っ
て
為
政
者
を
は
っ
と
さ
せ
、
う
ろ
た
え
さ
せ
る
、

と
言
う
。
要
す
る
に
、
詩
を
諷
刺
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
儒
者
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
後
年
の
宏
道
に
と
っ
て
は
、
詩
は

単
な
る
楽
し
み
で
は
な
い５

）
。
中
道
は
言
っ
た
の
で
あ
っ
た
、「
其
の
後
は
亦
た
漸
く
謹
嚴
に
趨
る
。
其
の
政
を
論
じ
學
を
論
ず
、
山
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容
水
態
の
中
に

り
出
で
、
皆
膚
を
剔
り
骨
を
見
わ
す
」（
前
出
）
と
。

註１
）

作
品
の
制
作
時
期
は
、
銭
伯
城
『
袁
宏
道
集
箋
校
』（
一
九

八
一
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
刊
）
に
従
っ
た
。
以
下
『
箋
校
』

と
略
す
。

２
）

六
十
八
巻
本
『
空
同
子
集
』
で
あ
る
。
四
庫
全
書
所
収
六
十

六
巻
本
『
空
同
集
』
に
は
、「
詩
集
自
序
」
を
載
せ
な
い
。

３
）
「
童
子
」
は
、
単
に
あ
ど
け
な
い
子
供
の
形
容
で
は
な
い
。

乳
が
欲
し
け
れ
ば
聞
き
分
け
も
な
く
な
る
子
供
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
「

陳
正
甫
會
心
集
」
の
中
で
、「
童
子
」
は
、
孟
子
の

言
う
「
赤
子
」
や
、
老
子
の
言
う
「
嬰
児
」
に
並
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
れ
は
道
徳
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

４
）

朱
子
が
「
性
即
理
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
王
陽
明
は
「
心

即
理
」
を
唱
え
た
。
因
み
に
、
宏
道
三
十
歳
の
時
の
詩
に
、

「
濃
淡
、
粧
い
は
常
に
變
じ
、
夭
喬
、
性
は
亦
た
靈
な
り
」（
解

脱
集
巻
一
、
飲
湖
心
亭
同
両
陶
黄
道
元
方
子
公
賦
）
と
言
う
。

ま
た
、「
人
は
各
お
の
其
の
靈
な
る
者
を
以
て
心
と
為
し
、
注

ぐ
者
を
欲
と
為
す
」（
箋
校
巻
五
十
三
、
策
第
三
問
）
と
言
う
。

宏
道
に
と
っ
て
心
と
は
、
な
に
よ
り
も
生
き
生
き
と
し
て
活
発

に
動
く
も
の
で
あ
っ
た
。

５
）

入
矢
義
高
『
明
代
詩
文
』
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
彼
ら
（
袁
氏
兄
弟
）
は
い
か
に
も
文
学
改
革
者
と
し
て
の
意

気
は
相
当
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
共
通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

た
と
え
ば

性
霊
主
義

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の

の
も
と

に
同
志
を
糾
合
し
て
集
団
的
行
動
を
起
こ
そ
う
と
す
る
よ
う
な

志
向
は
毛
頭
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
実
践
家
に
な
る
に
は
彼
ら

は
あ
ま
り
に
も
高
踏
的
で
あ
り
す
ぎ
た
の
で
あ
る
」。
ま
た
あ

る
い
は
、「
彼
は
実
は
根
っ
か
ら
の
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
で
あ
っ

た
。
生
活
を
楽
し
み
、
友
と
の
交
わ
り
を
楽
し
み
、
同
じ
よ
う

に
詩
文
を
作
る
こ
と
を
楽
し
み
と
し
た
。
彼
が
後
年
し
ば
し
ば
、

文
学
は
「
趣
あじわい」

を
知
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
言

う
の
も
そ
れ
で
あ
る
」
と
。
若
い
頃
の
袁
宏
道
は
、
確
か
に
高

踏
的
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
こ
に
言
う
「
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
」
と

い
う
よ
う
な
側
面
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
見
解
に
は
、
袁
宏
道

の
後
年
が
十
分
に
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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